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調 査 の 構 ノ慢

1 はじめに

学校における胞設々備は、児童の学習活動の場として重要な意義をもつものである。特に理科の学習

指導内容を展閉じていく場合、'IJll二科脇設々備がそれに即応したものでなければならないととはいうまで

もない。

自然の事物や現象を離れて銀科の学習は成立しないと考えられる。したがって、観察や実験は王型科学

習の不可決な学習活動であるといえる。この観察・実験指導を効巣的に行なうためには、施設々備の完

備や備品の充実とともに、これに見合う消耗品の確保が重視されなければならない。これらの完備 ・充'

実は、教師が学習指導のねらいを達成するためにも、また児童の学習意欲を増進し自主的・積極的な学

習態度を育て学習効果を高めるためにもぜひ必要である。このことは、教師の指導技術の向上、および

児童の学習態度の向上と相まって、学力の質的な向上とその定着をはかるための必要条件となることは

当然なことであろう。

各学校においては、地域それぞれの独自性にたって、新しい着想による施設々備の造成と独創的な管

理や運営、さらに自然環境の調査 ・裟備、資料の収集 ・製作など広い領域にわたっての研究と実践が力

強くおし進められているものと思う。しかし当面する問題として、経済的な部面や学校全体の活動組織

の菌、活動を規制する時間的問題、経営に当商する人的関係、しかもそれらがいくつか幅壊した困難点

など、かず多くあるものと忠われる。また、施設や備品については頭振法その他の施策もあって年々そ

の充実度が高くはなっているも のの、実際円々の観察・ 実験などの指導にあたっては、各種備品の不

足 ・不備、および消耗品の確保などができないためいろいろなくふうや苦心を払っているものと考えら

れる。

ふさ学校理科における施設々備・備品・消耗品などの充実をはかるためには、上記以外にもまだいろい

ろな凶難点があることと思われる。 この調査では、 これらのうち特に実際「授業の実態」と胞設々備

・備品・消耗品などの「物品の実態Jとを把握しようとしたものであり、この面から考えられる実態や

問題点をさぐり、学習指導を効果的に実施するために必要な胞設々備 ・備品・消耗品などの充実に役だ

っ資料を得たいと綴ったものである。

2 調査の百的

小学校理科の学習指導を効果的に笑胞するために必愛な、胞設々備・備品・消耗品などの充実に役だ

っき主般的な省料を作成するため、実験 ・観察 ・製作活動など「授業の実態Jと砲設々備等「物品の実態J

とを調査する。



ろ 調査の内容と万法

小学校理科における施設々備 ・備品'消耗品の充実に関する問題点がさぐれるよ弘次のような計百

と内容、方法で調査を行なった。

(1) 調査の計画

0 今年度は、小学校における物理・化学的領域に闘する単元の実験・観察・製作活動などの指導

すなわち「授業の笑態Jと、その指導の問題点がどこにあるかを、特に脇設々備 ・備品・ 消耗品など

「物品の実態」とを関連づけて調査し、それらの実態と問題点をさぐる。

(2) 調査の内容 1 

① 理科教室、 理科準備室の保有状況 | 
② 理振法による備品の充実度 1調査表 I
③ 理科関係予算の執行状況 | 

a 施設々備・備品・消耗品費などの予算額とその支出方法 J

b 消耗品質の項目別支出金額とその支出方法 | 
ト※ ζの2項目は昭和 39年2月に笑臨した

C 理科消耗品購入金の児童よりの徴集状況 l 調査である。
@ 各学年になける実験 ・観察・製作など、指導の実権方法の実態・・・調査表 E

実際の調査表の様式は次のとおりである。

@ 調査表 1 (上記①~@の a) 昭和40年 10月調査実胞

|調査表 1 I 
・設備・消耗品に関する調査

新潟県立教育研究所

円7ベ1~~~l イー
理科教室の有無|有 理振法による備品の充実段 % 
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(記入について〉昭和40年度の予算について記入する。未執行の分は今後の予定で執行ずみとし

て集計記入する。

， 

学校予算(市町村支出金) PTA  予算 児童よりの徴築費その他 計

施設・設備費 円 円 円 円

備 ロ 費 円 円 円 円ロロ

消耗品費 円 円 円 円

そ qョ イ也 円 円 円 円

計 円 円 | 円

次の調査表は一昨年度実路した調査であって、そのうち該当項目だけを抜粋したものである。

@ 小中学校理科消耗品の続入状況に関する調査表 (@の b • c) 昭和39年 2月調査笑抱
〆ー、~〆ー、、ー〆 ー、_.~、~ー......___，..-、.__...--......... ・一_--、._./一、..___.. 、、ー〆'ー、、_'ー、-.../ー一、、_'ー、、ーー~、，~一、、 ，-、_/一、-../"--.....-----、、、 〆--、、/ー、、、/一""'-，

調査 l 学校予算 (市町村支出金〉およびその他の経費によって購入した理科消耗品の調査

理科消耗品費の謁査

消耗品分類項目 学校予算(市町村支出金) その他の経費 計

ガラス、陶磁器具類

2 薬
c 類ロロ

11 3. 実 験用雑 品 類
ー.

4. 電気材料類
一一一一寸

5. 実験・観察用素材類

6. 生物材料類

7. そ の 他

計

(記入について)

① 昭和38年度:の予算によって購入した理科消耗品について集計し記入すること。 岨和37年度予

算によって購入したものは省く。昭和38年度-予算によって今後購入する予定のものは、既に購入ず

みのものとあわせて集計記入すること。

@ 分類項自の内容は次によって購入物品を分類整理し、それを集計した結集を記入するこ と。

理科消耗品の分類項目およびその内容一覧

ガラス・隅磁器具類

. 試験管、ビーカ一、フラスコ類. -びん類 -漏斗類 -きら類

. ガラス管、棒、板類 等回一

-3-



2 薬品類

・無機薬品類 ・有機薬品類(写真用薬品は除く)

3. 実験用紙t品類

・洗いプラν類

・燃焼さじ、砂血

-三角架

等

-石綿付金網 -コノレク経、 ゴム栓 -コ・ム管

4. 電気材料類

・電線コード類 ・電熱線 ・炭素粒、炭素棒 ・ラジオ部品類 ・絶縁テープ

・電球、豆電球 ・yケッ ト、 スイッテ、ヒューズ ・乾電池 ・わにぐちク リップ、

νーリ γグ、コシセシト プラグ 等

5. 実験・観察用素材数

・金属 ・木材 ・せんい、 紙 ・コ・ム、プラスチック、ビニー)1/ ・塗料、接着剤

・洗剤 等

6. 生物材料類

-動物関係 一一ー一 ・解剖実験用動物

・植物関係 一一一・実験材料植物

・肥料、農薬

、』，，む

等

合
を

料

根
飼

球
世
間
四種

物

(

動

物

用

摘

察

用
観

察

育

観

飼

培
栽

等

7. その他

・上記分類項目に該当しないと判断されるもの

しゾ~."""":='--'~.#~-.~' -='--/"-=-"-""'-:--'九ヘペ_-:-'ノ =------~.~〆てスヘ¥ 戸 ....._一、... --:..----....:: 〆 -....ケ.......-::;......--....::._--.:::::一、/--.....~， 、=-..---_-...-.......:::;;--..:::-... -..._--;:..-...... -:.".... 、:-;..._~:.;:;ニミ子ミミフヨミとご戸、::;~

調査 E 学級徴集金 (学級賞、学習費等)によって購入した盟科消耗品の調査

(記入について〉

① とこで学級徴収金とは、学級費、学習費、教材質等の名目で、毎月定額ずつ、また

童生徒から徴集する経費をいう。

@ 昭和5四年 4月から昭和39年2局までの聞に徴集した健法中、理科の消耗品、製

入した分について集計記入すること。昭和:;9年 3月購入予定のものもあわせて集計す

@ 調査対象となる学級について一一一ー学年一学級編成の学校では、その学級のもの

二学級以上の編成の学校では、そのうちの一学級分を、後式編成の学校では、各学年に

れ記入すること。

1 学級徴集金中、理科消耗品の購入のため支出した金額

第 1学年 2日E学年 第 5学年 第 4学年 第 5学年 第 6学

一 学 級の年同支出額 円 円 円 円 円

人児 重 生 徒 数 人 人 人 人

児童生徒1人 当りの額 1 円 円 円 } 円 円 |

v-......__，---......._..-................--....../戸....，__-----...' 一......_ _・ー，~-，.-唱........._~~____.，-'--.;..--......._-...... ~~...--...... __""..--..... ~ ~ 

臨時に児

作材料等を簸

」と。

一学年が

ナてそれぞ
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[@調査表 H (AiJ記@) 昭和40年10月調査実路

調査 s r授業の実態Jと「物品の実態」との関連についての調査
この調査は、授業の笑態から見た胞設・設備・備品・消耗品の充実に関する問題点をさぐるため

のものですから、実情をそのままど回晦ぐだきる よう願います。

。記^は、各学年の 1学級ずつについて、その学級の理科を実際に担当された先生におねがいしま
す。なお、まだ指導してない単元についての記入は、ど迷惑でも昨年度該当学年を担当された先生

から記入していただくようご高配顔います。記入方法の詳細は別紙によってください。

|調査表 Eの記入方法|

調査表Eの左のらんには.単元名とその単元で調査したい実験 ・観察 ・製作などの活動をあげました。

とのそれぞれについて、下記調査項目の 1-4によって回答してください。回答の方法{昔、調査表の右

A・Bそれぞれのらんに、調査項目と関連のある同じ番号や記号が記載してありますから、該当する番

号や記号をOで囲んでください。

調査項目
t 実際どのような方法で指導されま したか。該当するらんの 1をOで囲んでください。

2 1でOをつけた方法が、いちばん適切だと考えて実施された先生は、閉じらんの 2をOで囲んで

ください。

3 1でOをつけた方法は、 ;長上だとは思わないが、何かの理由でその方法をとられた先生は、同じ

らんの5をOで囲んでください。またその理由を、下記のア~クの中から該当する項目をえらび、

同じ記号をOで囲んでください。 (0の数は制限しません)

ア 熔設・設備が不備であったり、ないため。

(抱設々備とは理科室、暗室、流しなどの固定したものをきす〉

イ 機械・器具などの備品が不足、不備なため。

ワ 薬品や材料などの購入経費が不足でそろわないため。

ヱ 薬品や材料などの入手が困難なため。(経費以外の理由で)

オ 指導時間が不定なため。

カ 予備実験などや、準備する時聞が不足なため。

キ.他の方法が有効だと考えたから。

※ それで先生U、どんな方法をとられましたか。次のa-eの中で該当する項目と同じ記号を

Oで囲んでください。

司 教師の説明だけによった。

b 教科書を見たり‘教師の説明をつけ加えてやった。

c 児童の発表や話し合いによった。
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d テレビ、映画、幻燈などによった。

ー その他の方法によった。

ク 実験・観察 ・製作活動などの必要を認めなかったから。

4. いろいろの条件がみたされた場合ならば、先生はどの方法で指導するのがいちばん適切だと考え

られます治、 該当するらんの 4をOで囲んで〈ださい。

※ 4鞘らんには、特記事項やご意見などがあったらご記入ください。
1_，.......--、、... .--..... ~-....._ .....‘'_-----、~、、ー ' ー 、\ 戸町、日〆ー.......___ 、、，〆ー、、ー/白、、J ー『、 ..---..._，-ー........_....--.、...---、、/曲、、_.，-、、、._.，.-................由旬、ー

調査表。は、あとで調査の結果を記較する場合全学年についてその活動頃目をかかげるので、ここで

は、その様式を示すだけにとどめることにする。

この調査表 Eでは、それそ'れの単元でねらっている指導内容から考えて、ぜひ実施しなければならぬ

と思われる実験や、観察・製作などの活動について、その指導が実際どのような方法で行なわれている

か「授業の実態Jを調査し、 担任教鮪が考えている指導方法がとれない原因がどとにあるかをさぐるう

としたものである。

調査表 iil 第 1学年

単
調査したい実験・観察・

A実験・観察・製作などを突絶した B 実験 ・観察 ・

ヨじ 製作などを実施 備考らん

名
製作'l.どの活動

個別 グループ 十頃児童 教 師 しない

0 管の出口を水源の函 1 2 1 23アイ 123アイ 123アイ 123アイクエオカ

ふ
より高ぐすると、ふん

*は出なくなる実験。 3 4 ウエ.;tカ4 クヱオカ4 クエ才カ4 キabcdeク 4
ん

す
0 管の噴出口の細い方 1 2 123アイ 1 23アイ 1 23アイ 1237イクエオカ

し、
が、太い方より水が高

〈上がることの実験。 3 4 クエオカ4 クエオカ4 クエオカ4 キabcdeク 4

-6-



(3) 調査の方法

① 調査の対象学年および教材の選定

今年度の調査は、小学校第1学年~第6学年にPける牧理・化学的領域の教材を対象と して行危うと

とにした。各学年の関係単元について、基本的な実験、観察、製作などの指導内容を検討し、 調査した

いζれら活動項gを決定する。

@ 調査内容 ・項 目の作成

調査は!と Eの二つに分け、いこないては前項2)に述べたように、 調査表Iの従えによって、主とし

て理科関係の予算やま翠録法による備品の充実度などについて、その実態を調査した。

Eにお、いては、上記①によって作成した調査表Hで、 「授業の実態」と「物品の実態Jとの関連につ

いて調査した。

1.t :f，~、 理科消耗品質の項目別支出金額とその支出方法、 がよび、理科消耗品購入金の児童よ b の徴集

状況については、当研究所が昭和39年 2月に実施した調査があるので、とれを集計記載するととにし

た。

@ 調査対象学校の選定

今年度調査の対象とした学校は、県内小学校について次に示す.よ うな地域に該当する学樹こ依頼した。

( )内の数字は学校数を示し、(}外の数字は回答を得た学枚数を示す。

o 工業を主と した錯戯 れ0)9 0 商業売主とした地域.(1 0) 1 0 0 商工業地域 (10) 9 

0 山村 (10) 9 0 農村 (10) 1 0 0 漁村 (10) 1 0 

0 農漁村 (1 0) 8 0 農山村 (1日) 9 

上記の計80か校に対して調査を依頼し、 74か校から回答を得た。集計にあたっては、記入の不備

などがあって若干歓を変えた。

昭和39年2月に実施した調査の集計対象学校は次のとなタである。 (肉の数字は学校数を示す。

o 1 8学級以上 (5)

@ 調査の実施期日

o 今年度実施した調査

o 前回実施した調査

012学級 α 1) 

昭和4日午10月20日

昭和39年 2月 5日

o 6学級 (24) 計 50か校

回収期日 昭和4日年12月 15日

向 上昭和39年五月 10日

H 調査の結果とその考察

理科教室 ・理科準備室の保有状況

調却す象学校の理科教室、 台よび理科準備室の保有状況を調べた結呆は次のと;t，~t>である。

o 調査学校全体数 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・69か校

大規模校 .....24学級与U::.....1 9か校

中規模校・・・・・ 12学級ι人と ・-一.2 9か校
小規模校 ・・ー・ 11学級以下 ・.... 2 1か校
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!堕型l -・・・・理科教室・理科準備室をともに保有している学校

B .....~ 理科教室のみを保有山る学校

c .... .1..... :.~ ': : :' .1 ・理科準備室内保有しω 学校

D 仁コ 理瑚科鮭理酬科準蛾傍案封をともい吋4

o (J附内の数字は学校数を示し、{υj外の数亭は百分主率与を示す。グラフには①、@ ....企と滋し番号を

つけ.文中に引用する場合は、グヨフ①.グラフ@・・・・・とする。

A B C D 
①会体 制)圃圃圃圃圃59(41)圃圃圃圃圃圃圃・~~J!.~!級協縁遠(~)~ 13 (9) I 

A B C D 

②大規模校 (19) 

③中規模校側

④小規樹 交似j

理科教室・理科準備室の保有状況は大規樹交では、グラフ@でみられるように、理科教室なよび理科

挙備室の保有率はともに 90%である。 ζれは、昭和35年度に県教育庁総務課で行なった「学校設備

喜査」の結果 f右表参照〉と比較してみると、か

なタ向上している。しかし、 右表の調査は県が行
|理科教室保育率

ょったもので、対象学校の数が 5 0 0校以上であl
|理科準備室保育率

コから、直接比較するわけにはいかないが、 参考

ニはなるものと考えられるので記載した。

中 ・小規模校では、 大規模枚以上に増加している。 ζれは諸々の立法措盤ゃ各学校にbける努力と、

近年児童数の滅少などによるもの心思われる。今後はその設備内容や迩営の面で大いにくふうと改善を

Lて、学習効果を高めることがたいせつであろう。

なお‘、今回行なった 「長業の実態Jの調査結果と、ζの理科教室・理科準俄室の保有状況との相関は

;すにみられなかった。

2 理振法によ る備品の充実度

調査対象学校の理科教育振興法による備品の充実率を調べた給条は次のとお・Dである。

o 調査学校全体数なよび、規模知朗査学校教は前記 1に同じ。
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日|二三 調査学校全体 平均充実率一 72%

-・ノミ規模校 向 上一一ー→ 76%

E
園

向 上一一一__..，..6 6%  

向 上一一一~ 6 9%  

0 グラフ上部の数字は該当学校数を示す。

度

目

{尖
l

充の
門
間備る

ー
よ法振理

』
⑤
 

15 

5 

80% 

8 9 % 

70% 

79% 

60% 

69% 

50% 

59% 

49% 

以下

理科教育振興法による術品の・先実E側、今回行なった調郵橡学校の範囲だけでみると.県平均より

か子か高い率を示しているだけと思われる。ただし、 県平均は本校 ・分校ともにはいつてのものである

から、ζの点を考慮に入れて比較する必要がるる。 次に記載した表は f新潟県教育年報」によって調べ

た県平均である。

理振法による理科備品の充実率年度別推移 (公立小学校県平均)

理振法による備品の充実率は現状で満足すべきでなく、今以上に充実を図らねばならぬととはもちろ
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んであるが、実際理科の学習指導にあたっては、理振法による備品だけでなしとれ以外の備品や消耗

品の充実がよ b以上に重要である。とれは、あとで言識する「授業の実態Jの調査結集をみるとわかる

が、実験を教師の演示実験で終わらなければならなかった原因として.施設や備品の不備 ・不足による

ものが、学年が進むにつれて多くなっているととに問題があると考える。との理振法で認めている以外

の備品や消耗品などの充実に対する予備額やその支払方法にもい〈つかの問題点がる札よし 「理科

という教科は金がかかる」という声がきかれるが、その実態の一部分を今回の調査から把握してほしい

と願っている。

ろ 理科関係予算の執行状況

(1)理科関係予算の執行状況

o 調査学校全体数 ・・ 0 ・ …・"…."..... …...・a・... 5 0か校

大規模校 … 2 4学級以上 .........."....…........ 1 2か校

中規模校 .......... ・ 1 2学級以上 … e ー・ 25か校

小規模枝 ー ー ... 1 1学故以下 1 3か校

直 ~I A 市町村資による予算ょD支出した金額

~..................... P 吋算より支ー額

c 仁コ 児一
o 下記のグラフは支出校ω1学級平均を算出して集計作成したものである。帯グラτ内の数字は百

分率を示し、金額を示す数字はぞれぞれ議当か所の 1学級平均金額を表わしたものでるる。

A B C
一
日制@全体 7，053円

.41・・・・・・・・・18協務務JlI
(2，867円)

A 

(1，295円) (2，891円)

B C 

⑨小規模校 11 ，594円

⑦大規摸校 3，018円

(I，021円)

⑥中規摸校 6，546円

(2，506円)

(5，146円)
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理科関係予算の 1学級平均の金額が、小規模校ほど多くなるのは消耗品費を除けば当然のととである

から、上記のグラフでは、その支出方IJ割合とぞれぞれの規模どとの支出金額が参考になるものと思う。

との謂査の結果だけから考えても、理科教育に必要な経費の半分以上は公貸以外でまかなわれている ζ

とがわかる。笑際はとのほかに、材料費とか理科学習に使用する消耗品や模型などの購入資として直接

児童から相当金額を徴集しているのが現状と考えられる。その一部分はあとに記載されたグラフ@-@

を参照してほしい。

(2) 理科施設設備・備品・消耗品費の予算額とその支出別割合(1学級汗Z均)
o 調査学校数・・・・・・・ ・・・・・・・ 50か校

o 類型訟よび、グラフの記載方法は(1)に同じである。

A B C 

⑩施設設備費 5，632円

⑪備品費 2，751円

⑫消耗品費 3，985円

⑬そ。 の他 1，557円

(194円) (407円) (956円)

よ記のグラフをみると、備品費以外は公資外に大さくたよっているととがわかる。グラフ⑬その他と

は、主として生物関係の購入 ・飼育・栽培のための経費でるる。との資自の支出学校数は 15か校であ

ったが、実際現場にまPいては相当多額の費用を必要と しているものと思われるし、また支出しているは

ずである。

よい環境で、突のはいった理科学習の指導をと願うすべての学校や担任教師にとって、最も大きな障

害となるのはとの経貨の問題と時聞の不足であろう。せめて経費の方は、学年4こよって多少の差はるる

としても、1学級に1鞘 1最低1万円程度の理料予算 f児童1人当D約10 0 0円〉が公知も支出で

きないものかと願いたい気持でいっぽいである。

(3) 理科関係予算児童 1人当り金額の支出状況

理科関係予算、児童 1人当Dの金額がどのような状況になっているかをみるため、集計処理したのが

次.のグラ フである。、下記グラフは、 支出学校どとに児童1人当bの予算額を算出してその分布状況を示

したものでる夕、 1人平均金額は該当予算を支出している学校の児童 1人当りの金額を合計し、ぞれを

支出学校数でわったものでるる。なまヘ調査学校数は前項 目・(2)と同ーの学校で 50か校でるる。
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⑬市町村支出児童1人当り理科

関係予算額

|支出校1人平均95

⑬PTA支出児童1人当り理科

関係予算額

15 

。
Eコ

⑬理科予算全体児童1人当り予算額

| 1人平均 山 円 | 
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支出校1人平均75円

1 Bか校

じゅうぶんな回答が得られなかっ

上記グラフ⑪ ・@はほとんど全部の学校が支出しているが、⑮と⑬は支出学校が22か校.

と意外に少ない。調査の時期が二学期末であったζとなどの理由で、
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たとともあると思うが、実際は今少し金額が多〈左ると考えられる。しかし、それにしても全体予算が

児童1人あたり約 13 0円とは予想以上に少ないのに驚くほかは左い。この不足は当然学習費等D名目で

児童Zから直接徴集された夕 、笑際指導にるたっては、児童に個別またはグループ月IJで笑験や製作などを

させたい教材内容でも、教師実験にした夕 、製作などを省かざるを得ない結果となるのであるう。

(4) 理科消耗品費の支出状況

以下記載するのは、特に理科関係予算のうち消耗品費だけについて調査した結果:である。調査は前に

述べたとあサ、昭和39年2月に実施したものであ札 前項までの調査とは対象学校が異なっている。

調査学校数は 50 ;か校で、 ζの学伎の規模別等については前に述べたとなDである。
a 理科消耗品野支出別割合(1学級平均)

下のグラフ⑬は、理科消耗品費を支出した学校について、それぞれ1学級の平均金額を算出して合計

し、 ぞれを支出学校扱て・わったものである。グラフ中叫 j内の数字は予算支出学校数を示し、()外の数

字は百分率を示す。

⑬ 理科消耗品質支出学佼1学級当多平均金額の支出別割合

市町村支出 PT.Aその他より支出

圃圃42側圃・・・・・協傷後務理58側彫物多物物級協後須合評判学級平均 2，033円
(1，126円) (1，563門)

b 理科消耗品目の項目別割合(1学級平均}

下記のグラフ⑬は、消耗品費の各項目どとの支出学校各1学級当Dの平均金額、公よび各項目の全体

に対する割合が、市的村 ・PTAその他よタの支出別にわかるようにしたものである。()内の数字は支

出学校教を、グラフ内の数字は百分率を示す。なあ¥各介類項目の内容は前述のと訟Dである。

⑬理科消耗品質~項目にあ、ける支出学校 1 学級当 D 平均金額貯よび項目別割合

白司

I (46) 

理科消耗品

分類項目

ガラス陶器

器具類

薬品類

実験用

雑品類

電気材料類

実験・観察

用素材類

生物材料類

(!?民圃'その他

I (145円)
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理科消耗品質矛u児&1人当り金額の支出状況

ー② PTAその他より支出児童1人当り

理科消耗品費予算額

ー⑫市町村支出児童1人当り理科 15

消耗品費予算額

12 I支出校1人平崎33円

c 

15 

支出校1人平均43円11 
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グラフ⑬と前記グラフ@を比較してみると、

昭和40年度に比べて 38年度(3 9年2月調

査)は、市町村支出の予算額の菩恰が少し多いが、

やはタ公資以外にたよっているととがわかる。グラ

フ⑬では特に児童1人当タの金額が参考ーになるもの

。
⑫理科消耗品費全体児童1人当り

予算額

1人平均59円
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と思われるが、実際はζれ以外に名目を変えた児主主

よDの徴集金がかなタあるととを考J働こ入れてほし

ぃ。とれはグラフ@を参考にするとうなずけるとと

と思う。

グラフ@-@と前記グラフ⑪-@とを比較し。
てみると、理科関係】予算中の消耗品貨の支出状況が

ある程度うかがわれると思う。ただし、両者の調査

学校数は同じ5日か校であるが、調査期日と調査対

象学校が異なっているので、ζの点を考慮に入れて
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d 理科消耗品陪入金の児童よりの徴集状況

次に記載Cたグラフは、 学級徴集金中よD理科消耗品を購入するため支出した。児童1人あたDの金額を書
出し、その分布状況を示したもので、ぞの他記載上の条件は前と同様である。

学級徴集金中、王宝科消耗品購入金児童 1人当Dの支出金額@ 

|第 2学年 I1人平均・ 11第 3.#年 1
122. 108円I 1人平均・ 170円

|第 1学年 |

1人平均 ・87円
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4 各学年tこ孝子ける実験・観察・指導の実施方法の実態

との調査は、前にも述べたとなり、各学年の物理・化学的官職に含まれる単元について、それぞれ指

導のねら凶や内容から考えて、ぜひ実施してほしいと思われる実験や観察 ・製作などの学習活動につい

て、その指導が実際どのような形態で行なわれているか実態を把握し、施設々備、備品、消耗品等の充

実に関する基礎的主主資料を、授業の笑態との関係からつかむととをねらったものである。なお為、あわぜ

てその単元の指導にあたウて、教師が考えている指導形態'""0実施されなかった原因をもつかみたいと考

えた。

調査衰の様式と調査項目については前に記載したので、ζとでは省くととにする。以下かかげた各学

年の調査結果は、次のような観点で集計5整理したものである。

o 各学年のぞれぞれ関係単元について、調査したい活動項目を却こ記載した。

o 省には、ぞれぞれ指導の形態どとに回答を集計して記載した。

個別とは、その活動を児童個々に実施される形態である。

とのらんの、 Jにゴジツク数字で示したのは、ぞの実施学級数である。 (以下向ω 2は、その
指導の方法がいちばん適切だと考えて実施した教師の数を示したものである。(以下同じ.) 3、4に

ついては、調査に対する回答が思ったよタ少なく、資料と しての価値が低いので省くととにした。

. ~二三よjもその活動を数人のグループ単位で実施させる形態である。

とのらんの、 1・2は上と同じo 3は、 IにOをつけたがその方法が最上だとは思わないが、何

かの理由でぞの万法をとったと回答した教師の数を示したものである。 4については上記と同じ理由

で省いた。 (以下同じ)

ア ・イは、 3iこOをつけた理由のうち、施設々備や機械L器具などの備品が不足、不備なためと回
、./'、、J〆、、-~、

答した教師の数を示したものである。(以下同じ)

ウ・ヱは、薬品や材料などの購入経費が不足であったD、入手が困難なためと回答した教師の数を
、.，-，../'_〆一、v

示しプそものである。(以下同じ〉

ーオ_.tJは、指導時間や予備笑験・準備左どの時間が不足なためと回答した教師の数を示したもので
… 
ある。 (以下同じ)

※代表児童については、ほとんど回答がなかったのでここでは省〈 ζとにする。

盈盟主i主、その活動を児童ではなく、教師実験の形態で指導した学校の数て・るる。(他の項目

は前記と同じ〉

他の指導法とは、実験・器祭・製作などを実施しiIV'>で、別の指導形態をとった学級数を示し

たものである。(各項目は前記と同じ〉ーな台、ζのらんでの調査項目キ、 a-由、クはひじように回

答が少ないのでことでは省くととにした。

-16ー



ふんすい(1)1第 1学年|

のくだも2 

① みかん、 りんごなどから汁を I 3口
とり出す実験。 30 

36 

3 6 

汁
が、ど

て
ぽ
つ
気
よ
り
こ
ま
類
ね
祭

極

秘

の
い
の

の
お
と

も
に
と

だ

L

っ

く
色
が
の
F
D

@
 

ヲ'

マa

A
V

p
b
 

@ くだものの汁によるあぶり出
しの実験。

車風5 

ω 風車を1乍り、当てる風の強さに
よって回る速さがるがうとと の
実験。 f走ったり扇風機などで〉

か
の
を
と
き
と
向
る
る
わ
T
か
曲
が
の
き
ね
向
は
る
の
回
車
、
。

風
て
験
え
笑

@
 

!日|::川
:. ~ . {.j.. ...~..r. ......~.! ..... ~..! 

じしゃくあそび4 

7 3 

7 3 

引
英、の

と
と
の
ζ
も
る
る
あ
ー
が
つ
の
き
も

宍
【

d
'
v

坤
な
右
け
磁
つ
。
き
験

①
 

@ 磁石にくさ t砂鉄)などをつは
よくつけると乙ろとー よくっけ
な い ととろがある乙との突験。

l@ 磁… tピニノレ紙ガラ I'. ~ "ii 'l.''''~':ス〕をへだてても くぎとEどを t
引きつけるととの央私。 ! 7 3 4 : 
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自J百教

ね

別

一2
・
2

ヲ

'

H
7

・

イ~実験 ・観察・製作などの活動;項目

①，はねの開き方ぞかえて、飛ば
LJ 再逮ぷ距離と落ちる速さ‘回 L

り方のちがい ぞみる実験。

iま5 

民

-u

r
3

R
J
V
E
3
 

油

、
を
さ
。

さ
迷
政

需
る
突

の
ろ
る

り
溶
均

一巾
と
な

る
胤
い

寸

J
R』パ

J
E

町
広

J
A

つ
ぶ
ろ

に
飛
の

ね
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は
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り
え
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③
 

70 

7 0 

回
る、め

て
か
え
磁
か
を
ぞ
と
方
ζ
り
る
じ
わ
主
、
B

ea町
北
M

の
が
ね
ぎ
。

は
向
駿

る

割

問

②
 

立ユJ

こおり とゆき6 

39 

3 8 

① 場所によって氷の厚 さ、はり
方のろがう乙との飽祭。

7 @ 氷と雲をとかして、水になる
ζ とを確かめる実験。

<.;l_l 大きい氷と.小さい氷に入れ I 9 
て 、どち らも氷に浮くととを挺 1
かめる実験。 j 9 

25 

5 

3 

え

白太腕や包煩な どの光号、物で
さえぎって影を{乍 り 、最長はうも源
の反対がれにできるととの実験。

44 

4 2 

げか7 

円

4

q

a

3
一1
山

I

一日

6

5

一2
ρ
l

-4

一3

5

3

-5
…
3

-4
…
4
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一
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u
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一
応
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一
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対
る
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て
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一
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暖
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、
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一

酌

む

一
日
和
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え
追
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一
M
鐙
が

一
光
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が

8
引
州
一
h
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誠
一
側
一f
L
M

を
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燈
物
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一
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@

一

④

み
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② 鏡に文字や絵~映して、 ぞの
一向きがちがって みえる 乙とを確

かめる実験。

ゆ 文字を省いて、鋭にまともr.r:
.ー 文字に映すには‘文字をどう割， ! 
! いたらよいか硲かめてみる実験。I

8 

光
る
の
み
そ
て、て

せ
あ
さ
二
射
ろ
反
乙
を
と
光
た
日
つ
で
ま
。

鋭
き
験
を
実
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12)!第2学年i ま

教ーゴffi-I-石晶子-
J2  ! 3 I 1 .! ~ ・ 3 I 1 !2  i 
10; 7' 31 6: 5: I1 口!u¥
ア・イ ワ ・エーオ・カ|ア・イ ・ワ ・エ ーオ ・カ|ア ・イ ワ ・エ ωオ ・力
目 。! 1 1 
1 1  j 2 1 0 1! o 1 0 

17: 11: 6110: 8' 2 

。3 
プク~レー)jlj 

ぐる

イ闘

J ① 水車を作り 、はねに水をあて
る場所ぞかえて 、回る速さと、

回る向きをかえる笑験。

実験・観察 ・製作などの活動項目

水

。2 

5

0

一4
l

E
O
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-ro
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o
 

強

争

」
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潟
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験

水
を
べ

一水
え
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さ
詔

一

か
る

@
一
③

④ 水車のはねの費支と形をかえて
回るようすぞ調べてみる笑験。

しゃほんだま

① 石けんを水に速くとかすため I 32 
v 石けんのつぶの大きさをかえで|・・
比較してみる実験。 I 29 

2 

② 右けんを、 水と湯でどちらが 1 27 
速くとけるか確かめてみる実験。 26 

で
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他の指温法

日 o~ 0 

o ~ 0 0 
一ーー-，ーーーーーーーーーー---
1 ・ o 1 

o ~ 0 1 
-ーー+ーーーーー一
o 0 

oo  0 

日市数グ Jレ ー ブ

ま

{量l

ー
もー

実験 ・観察 ・製作な どの活動積回

(l) 乙まを作り心事告のて対万fつける位
) 置、心寸書官の長 さきし方、上下の長さ 1".

等)をかえてbしてみる実験。

5 

55 

5 1 

② ζ まの霊さぞかえて、 回り方
ぞ比較する実験。

55 

5 0 

③ 形のいろいろろがった乙まを
作り 、 回り方を調べてみる実験。

びそ

62 

5 7 

あ音

ぞ
ろ
え
が
。

ぷ
音
験

〉
る
笑

可
出
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3 0 
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5 1 
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ふ
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船
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風
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験

ム
、
笑
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①
 

8 

② ふくらませたゴム風船を水の
中に抑し入れ、力のい るととぞ L

確 かめる実験。

。〕 よと同じよ うにして 水の中 I 30 
w であわを集めて、 電 気わ存在に |
気づかせる実験。 I 2 8 

2

2
 

'

v

;
 

仇

H
u
l
n
H
U

。L
q
'
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旧)I第5学年| 虫めがね

実験 ・観察・製作ζEどの活動項目|個 別

3 

7 て

祭

め

観

築

を
を

い
ね

が

が

ち
め
の
虫
さ
な
つ
ろ
め

い

や
ろ

形

。

い
の
る
そ

す

①
 

2 

2) 虫めがねをEめかして、ものが
はっきり大きく見えあとと、遠
くのものが小さくさかさに見え

至塑窒

(3) 大ささや‘厚さのちがう虫め
加ねで 紙のとげる速さを比較
してみを5実験。

2 青じゃしん

白 日光に当てる時聞をかえて、 I 43 
)感光紙の色の変化がちがうと と 1
を 調 べる実験。 I 4 1 

② 光の通し万のちがうものをは I 46 
さんでやき、 色の良さがちがう|
ととを比較してみる実験。 I 4 4 

③ 日光管当てた感光紙を水洗い I 56 
させ、 乙れを日光に当てても包}
がかわらないことを調べる実験。I 5 3 

@ 白光以外の光線で、 焼 きつけ 12

てみる実験。 II

5 花やみのしる

① 花や木の薬、 突などの汁をし

ぼってみる実段賞。

② 花や突の汁に灰汁を入れ、色

のかわ り万を調べ<!>笑段。

③ 芋Eや突の汁に酢を入れ、 色の

かわり万を 剥ベる尖験。

4 J.Kでつ{まう

① ピストンの飽jぎを翻べるため、I 67 
水でっ ぽう を製作し、 実験する。I 6 2 

① 筒の長さや大 きさをかえて、 I 24 
水の飛ひ万を比較 してみる笑験。I 2 2 

@ 筒先の穴の大きさぞかえて、 44 

水の飛び万を比較してゐる実験。I 3 9 

-21-



5 紙だまでつほう

実験 ・観察・製作 J'.::どの活動項目 4軍司 stl グノレ ー ザ 警証 CiIi 他の指認手法

① 紙だまでつ I~うそ製作して、 62 
60…崎3 8 0中 一o1一戸 o1τL........ci.............. .. ~...-!--.......:.…山2い2 白 80川ト山3111 1 あとだまをおしたとき前だま引

どとEこめるかを翻べ~実験。 5 7 

② 紙だまでっぽうを水の申でと 52 
…1S1刊…80…3 一30一… …739ji一一3O一・…m41い 56一2 01→一 一4 L1 t空1;1:気旬リ、前だまが出たあとめわ .，.曹.，..."...........

仲間氾とを磁かめる実験。 4 8 

③ 注射線などで、 仰し縮められ 1 5 ~.: ..L....~...;....L.， ....1.~.. ..~... ， . ~ ，~... ~.......~....L..~++.... ;. ..，・ 32・た布気に1:久もと6こ白どろうとする性 咽ー・咽・，.....・...・"..，
質のあるととを気づかせる実験。 1 3 
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イ
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イ
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ラ
つ
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一
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一
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飛
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グ
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掬
一
グ
還
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一
足

、実

く

を

一

震
ζ

一

て

る

①

一

@

一
③

;:...fミデふ;千七 ;:;|;:;;1
21.........:....L.........~...............i....I.... ..:....，...........i...............i....I..........~.... ............~....I.._.，...~ 

吐主 :;;|::;;;|:!"L:-J
7 うごくおもち ゃ

(i) ゴムや 1まねを利用したおもち 67 1 6 i 1 
}ゃを作り、 その脚力が励)Jfニ主主 1"……....j…・..・・...i
っているととを気づかせる実験。1 6 3 j 0 i ~ i 

② ゴムやfまねなどを使ったおも I 52118 ~ J41 1 
ちゃで、加えるプコの強さと動さト 1 ・l 白

万のちがいを餓べ~実験。 1 501 1i 0' 0 

8 食塩とほう酸のとけかた

① 一 定尽の水C 溶ける、 食塩と 5 
6150:j50O.1 15 2 

3 i 3' 0 1: 0: 1 

ほう酸1.)a~比較すミ忠実験。 4 
....，..........-ーー.“・.. 

0: 0: 0 O! L 1 

@ 食泡Fさ'dはう館料、 水の温度に 5 68 i 54， 14 4; 2・ 2I 1 O! 1 
よって け万がちがうととを確 -・・・・0・・・・ ・0・ . ， . . . ，2均 ζ ..........._....... …・.. ・}._..・・・0・・・吋ーー・・一 一

かめる爽験c 2 9 i 0; 2 2: 0: 01 0; 1; I 

③ 溶液を 2倍 、 5倍 ・・・・など、 d 58: 4 4・ 14 41 2i 21 4i oi 4 
.....，........"........“"“"奪回 H・H・-・・・・...

ざまった:fill':うすめる実験。 5 9 1‘ 3 

@ ほう織の水浴液.a冷やして、 5 
6101i4O8.; 1o 3 

4・ 2
.........・・.....

トー-"'1"'1"- 21 
ほう酸を析出してh ゐ災験。 4 

-22-
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① 磁石と異磁極石で 、 同径はう しりぞ 24 47: 29: 18 
01i O0. 1 0 

1 ; 0 : 1 
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5 1 2: 0: 0 o : 0 : J 

③性作質をっ調た磁べ石あ爽の針験な。どで、 樋の 4454 2t4ji !6o;l -1o 5oJi. 012 22--J0;2 J0;: l 
・・. ・，

やしじ1 1 

まめでんき ゅう

① 豆電球、(ソケッ ト)、 乾沼I 58 I 14 T 11 3 I --1 
池 導線r.t:~ を作って、点灯の卜… .........1 ・ 1・・ ー |

万註を調べ点実験。 ‘ I 551 11 0: 01 11 
② 回路にスイツチを作って入れJ 541 14: 101 41 4 
スイッチのはたらきを調べあ実1...............+.... ・: ・

験。 1 5 11 O! 0; 2 

18: 13: 5 

2i 0: 0 

1 2 

P
3
H

aaz 

入
す
験

を
お
世
間

ど
と
あ

伎
を
べ

物
気
調

金
窓
会

、
、の

紙
ベ
ι旬

、翻
刷
出

木
を
即
』

に
燈
お
一

路

点
J

回
て
の
れ
b

¥
J
 

け
uu

かがみのくみあわせ

法

一

…

一

導
一

o
…
l
一
一日

…
1

指

一

…

一

…

の

一白Ete
--
:
一:
:
L
E
i
--
L
-
ei--

他

一
1

…
0
一
4
一
2
一

市

一

…

一

一

教
一

2
…
0
一
2
一
l
一

プ

一

…

一

…

一

レ

一

山

一

日

ク

一
5
…
4
一
1
一
l

-
Auv

…2
且

一

A
V
小

t且

別
一。，

一
aa
--b
…

5

随
一

山

一

巾

自
一
か

一
水

項

一
は

一
や

助

一
で

一
温

活

一
計

一
気

の

一

皮

一

、

ど

一
温

一

で

。

な

一

を

一

一

例

る

作
一
度

一
場

み

川町

一
泌

一
な

て

・

一の

。
一
ろ

っ

察

一濁

る

一
い

か

飽

一
、
品

一
ろ

は

・

一水

て

一
い

そ

験

一a

つ
-

温

突

一①

@

1 3 

の
υ

"
n
u

-
p
b
山

q
L
-

1
~
0
一，
日
一

0
一
6
一
l
一

2
…

o
-o
一
O
一
O
肝

O
-

A

噌心
。ι-
4
2

一
，.4
4
a

一
，A-

の
X
リ

F

唱
E
-

一
「、dw

一司
4

d

』

暗
唱

u
n
nu
u
-

内
4

-
F
b

一。
4

一
9
“

町

内

U

F

5
一
日
一

0
一
5
…
l
一

A
q

山
，a
-

ぃ
一

角

4

川。
。
-の4
"
n
3
-

z
d
m
q
'
u
-

，。…
ζ
d

-

万りつ】つのそ
川
リ作を鏡望潜

-23-

45 

3 7 

物
あ
¢
め
下
M
V

よ
度
。

や
角
験

万
た
笑

後

つ
あ

、ま
せ

で
ぎ
か

鋭

、つ

の
し
気

枚
つ
を

1
・っ
と
を
と

①
 

て
調
せ
を
わ
と

合
と
み
る
組

わ
を
変
鋭
併
の
方
よ
り
。

以
つ
験

枚
う
笑

2
の
る
物
べ

@
 
③ 

を調べる。



実験 ・翻祭・製作などの活動項目I~闘
@ 

を繍ベヨ日。

来 で んわ1 4 
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ad-

② 金属や木、 水位どが音争った

えるかどうか調べあ実 験。

③ E窓診舗のはたら ぎを調べる笑I 22 
験。 I 20 

ド ー…らさ矧ベ寸 17 
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凶直竺竺l フ。ンポ

グ Jレ 一 一ア

5 21" ~'<".;; .王子 7]ηF~"':'7T:"~':1 ~..::-..，守:方?
②点;2三五子出左~ft l . ..........~ ~...!.. ~" ~""i' ...~..~.. <. ..........i...l.......... ~...，... .•• .+1. .. ....~十;; : 
γ 宝…き一実i.... ..... .~;.. j て ! て : ;十 ; ;m ; 1 11J

3 

千也の千旨耳事法

1 2 

5 

3 

o i 2 

自ffi

2 

教

4 

I 

7J1J 

55 

実験 ・鋭察 ・製作などの活動項巴 |倒

9 
4 

① ポンザを{乍り、べん、 ピス卜 I1 

ン、シリンダーのしくみとはた

らぎを調べる実験。

3 1 

。
。0 

3 ¥ 0 ¥ 3 

o i 0， 3 
4 i 0 

1 ， 0 

んん ぷ

でんぷ1.........~.~ 
2 4 

! 21 
で んぷんのョウ紫反応の 実験』

! 2 1 

d でんぷんがつぼのはたらさで「-E3
ぬ イ七 ずることそ調べる実験。 I 33 

で2 

じゃがい b 主主どから、

んをとり!Uす実験。

① 

@ 

bつ

-24ー

~.' 
〆o、あ

高草物の極手から、

3 

i5ぷらをし|① 

みHlさせる実験 9



実験 ・観霊祭 ・製作などの活動羽田|倒

@ 豚肉な どから、めぷらをとり

ijlJ 

5 

5 

ィ 1 教 師 F-~の指導法

1-1:1す実験。

③ ゐぷらの性質を調べる実験。
水eこ溶けとt~'，、 水より騒い、 加 E
熱してみる等]

@ 国体の動物脂肪の温度による

変化合調べる笑験。

7 

5 

5 

4 たんぱくしつ

7 1: 6 

①雲安定作含給料| ;17;;51 7 ; l i : 
③雪222if長了L訴訟|)::|5;:tj;|;;t:;i 1 i 
③ とうふを作ってみあ実験。

5 てんびん

① てんびんの製作をして、つり

合うときの条件を吉岡ベ あ突験。

@ 上血てんびんのしくみを調べ4
いろいろな物の計窓笑殿をして1
みる o

6 て '--

① てとでニi取りの使い万ぞして 181 4日 27 : 
ゐる笑験。(:交点が中にめる:喝 1.• ↓ 
合と、 支点がはしにある場合 )1 17110' 0 

13 

3 

@支え力点作用点の位低をか1 18140'2812
えて、同じカを加えて b 、はた1..............1 
らくゴヌコ大きさ州的あととの笑験。 I 16 I 11 0 5 

7 うくもの、 しずむもの
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8 温度と体積

r:① 実験 ・観察・製作などの活動項目個別 グ Jレ ー ザ 教 師 他の指詔革法

縮水を調をおべ口魚る実、 験冷却。 して膨張 ・収 52 578:j 4o8:: 94 ?2 jj 4O i: 54 20 ;; oo i; 2 2 

@収空縮気ぞ認をl加べ熱る、実冷験却。 して膨張 ・ 21 581j; 4 20i . q3 1?32i . O4 : i 1 1 ~+..._._~0 ;i i i ij 3 4 

③ 収食納物そ調をべ力日刻る、実験冷却。 して膨張 ・|1 201 4182i "ul;j一1ー0[[ 21541j " 4i ;z 1i9 -2l j-l0 ?i 。2 

9 氷・水 ・水じよう気

① 水が沸臆するまでの温度変化 5 60: 51! 9 
52.; ol ii 44 -

2: 0 2 
.....“・…...““一・.山・・H““・ー ....白山山・・・・H山田偶白山 .......--.-1・ー ・一“"・・

を調べる実験。 5 8 0: 3 0' 0 0 

② 水 が氷 にとEると Sの似国主奄化 5 56: 45: i1 
4Ijj oojii2 i 

6 0 i 6 
.....~..... .目ー四_..........i..... 町 @

と、主主績の変化を制 ベ ゐ失敗。 5 9， 2: 2 2 1: 4 

③ 水引水じよう気になると きの
33 486:; 42l e 26 152:2 40ii 7 9 

1 0' 2: 8 
..........・0・句..........，......')..・・・ ・"

休積の変化そ調べ.:;_<，央除。 2: 0: 5 

@ 氷がとけていると きの温度を 6 55! 45: 101 7: 2: 514: 0: 4 

測定する実験。
。: 2下-O...-r..........

O
...1...-'i 

1 0 食塩のとり だしかた

① ごみのまじった食邸水のろ過 8 62' 50: 12 2: 0: 2 

(i: G i 0 
2lii O1 z 

実験。 8 1 1: 0: 5 

@ 食塩水から食塩をとり/I:jす実 6 62: 5，j: 8 
01; 002・ l1 -・・ ・..・ー・・，・ー・ー..・v ・・ー ・ー .•...•... 一ー_.:一一

験。 E 8 i 0 i 2 1: 1 

@ 食温水から蒸留水をとる笑験α ・ ・ー55 ー・4・55一・…3一O90γi一 42一 1ー76ー→: 一31一γ:一i9，1 一一83一2一 01ーjト;ー-ug3・!1 1 

@ 食士箆水からとり11:1した金坂の 20 1 29! 20; 9 1 '1日4! 2: 8 13 2 1 1 

| 結晶を顕微鏡で伺祭してみる。 201 8[ 0: 11 4! 0: 21 2' 1 4 

1 1 まめ電球とかん電池

!①っ44Zの言雪ぎZま裂ずま裂長J."，..... ，s..:..I... ， ....~.~....l "......!...;. '..，. ..r.. .I... ...，...~.. !.... .... .. ~....;. • "...!...! ... .. O'..L......， ~....;.......... O 
| (乾電池 1償) 1 5 7 1 4: 2 01 0: 1: 01 0・ 0， 0 
② 2 i闘の乾電池をl的 U・並列に 1 531 17: 9: &1 3: J; 21 0: 0; 。
つなぎ 明るさを比較する央政0¥，.. .....1・ ・ ・…;".."..，，，....~...- ・・ .. .1 …よ ー 十一ムー~-~.' .'..--
(豆包詠1倒)--._. .... -'''''1 5 3 1 5 j 2; 0 I 2: 0 j 0 o 0: 0 

⑥ 劃 jつなぎと並列つなぎで、 1..... .... ~..~ L ...~..~...L.....~...~........... .. .. 4...J......~ ... s....L....... .. ~...L.....~ . ~.. .I.......~..l . .1......七τ¥1I1i1tはどろらが強いかn't統計で 1................1. ↓ 
調 べ.:;_<，実験。 1 1 5 1 4 0 01 10: 0: 3 5: 0: 6 

1 ② 懐中旬燈(またはシグナノレな 1 57 1 9: 8・ 11 1 0: 11 5: 01 5 
ど)の製作。 I... 5 6 r...... 'ó "'~ 。← il.........i'i ._.....o了-0.i“2'・ .o .，.........2...1 
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(5) I第5学年 I1 光の進みかた
|実験鵬製作々との活動項目|価引 グルー プ| 教 師 | 他の指等法

i①二:乙;::?232LlIl161;5:2:3118:2::J Ioi2:3 
1";"1 1iF:戸7j寸|ァi1..L'..:7..~..::l!..:.:...' ウ 7 i守

122LZfの光の 1..... ~. ..:.j--. . ~..~..，.... ? .. ci....... ... i ..I.....~~.:+ . .......~..， .......2.+.j........... ;..， ... ~ ... ...... : 

15:ニケ直進するととつ :.l......~. :'T..... 1 :“;l ;;; ;2 1 2“ 01 1 
@ょ;:;;;ニヱヶlJ:151-m:l]:?";;:十七一:: 
|ち;??支持~.::I~~~t~~ I.............:.t そ!?;: :| ;;; :j ~"H :1 1: : 
@ょ:::f作り、 光の性質 | ;;! :! ;」;i ;;“:1 ;|" :; ! 

2 せっけんのはたらき

①真水と右けん水に油をうかベ 6 。。 ~ L・ 1 4 1 。 l 日 。。
てよく振 り その遂げ包を書司ベる
実 験止 、 6 1 0 I 6 l 。0・ 。。
@ 真水と石けん水にすすを加え 4 67 53 14 2， ); 1 日= o ， 。
てよく振 り、 その変化を民蝦す 1 ! 0 : 0 。る実験。 1 1 。5 。 。
@湾くけずった化粧せっけんを 6 
水溶道け水ぐ、あ井い 戸を水比、較食す沼るJ笑K験な。どで I 6 

60' 52! 8 4 i 。 5; 5 
@ 中性洗剤、 合 成洗剤の溶け方

を比較してみる笑験。

@水と石けん水代布地に し 1.......I ~ 
み ζ むi還さを比較する実験。 11 

る 酸性 ・アルカ リ性

① いろいろな液を、リスマユ紙

で反応を調べる突民

@ 蒸留水‘ 会温水なとぞ リトマ
ニス紙で側代 中院であるととを
砲がめる笑除。

@ 塩酸と水酸化ナトリウムの水

溶液との中和決験。

@ よ記の中和液から食海をとリ

出す笑験。

;jljl:;::;;:lj止jlijjj
::iJj(::;同日
-27-
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熱のうつりかた

ー一一一

25952: 7 0 7 3 : 
51; 。0 

① 7.1<の温度差による熱のうつり 4 

5: 0 方ぞ調べ る笑験。 2 I 7; 0 5 

② 熱の伝導は物によヨてちがう 2 I 53: 4 6・ 7 14 i 2 12 3 0; 3 
.. ・l ・1"-..............白川吋 “H・守一 ......i. ・~ ー ・

乙とを確かめるZ経験。 1 I 1 l 1 i 。 9 i 0; 6 2: 1 1 
2 I 63: 58: 5 7 l 3・ 4

ト一一o1ーす:i 0O"T 1i l 1 ③水の対流を調べる実験。 ....................... ・・・ー・ーー...ー.;...............-i ー，........・ー...、4・ー一一・ー砂一一-_.:....._一
2 I 5! 0 [ 1 5 i 1: 4 

1 ， 25 i 22! 3 35 ! 9! 26 
161i 20;! 96 ! @ 空気の対流暗号制ベる実験。 .回一"・ー ー・・ー ・...:........... ーら ー司自ー ーー}崎-......_- ・ E 目

1 I 3 0 i 1 23 i 3; 6 

⑤ ユトープや電熱暑替はどで、熱 7 24: 19: 5 
21 81.: i l2i; l7 9 141i 2o1! 9 3 の放射を調べ る央験。 6 

-・ 1・ ". 側、.・0・......“““1ー・・

5 0 3 
ト一一一一ー一一ーーー

-8lーーι目ー一1一76 ー--一185寸i一一一04'勺叩…I山5l ・
6 
一222…十…1mo8・で 一42・一-21mー50マ:ー，@放射熱の反射を制ベる突験。

5 

4 

火と空気

①ととZんE気ろなの流どれで今{線の香おのと艇リか等でた)1".......... . .~.....I.. "...~.~ .l.......~..O....l. .... ....3.. j . ".....I .. Z，，L..... ..~...L"......~ L...... .. O.，，' 3: 0' 3 ...ーー ・.....".・6・ー.・.....・ーー・

万{e調べ る実験。 4 3j O; 2 31 0: 4 o 0: 1 
@ とんろやストーブなどの精進 15 39 i 39: 0 11 i 7: 4 

71:j 312 4 1 
の観察。 1 3 。:0 l (f 
I@ 燃えている木即時 、空気 4 49: 43 i 6 ~..~...l...........s....L....:....6. ...L... 買 l..........9....L.........5.. ぞ断っ たり 温度令下げたりし
て消 してみ;，s実験。 4 4: 0: 4 4¥ 0: 41 o! 0: 2 

5 

酸素と二酸化炭素
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三由化炭素で石灰水を白濁さ

せる実 験。

6 

二酸化炭素を綿築する尖験。

酸素を鋪策する爽験。

@ 
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央政観察製作などの活ぷ訂正一| グループ | 教 師 |ム竺主主:
⑥ 二酸化炭紫l立空気よ り重いと '..............~...I..... ..~?....i.......4.1] “ 6....I.......~.~...L........~... .. L. ..~..3.....I....... ..~j.......~_...l..........~. ~ 
とを翻ベる実験。 oI 4 i 1 j 1 I 6 i 0 10 1 0: 1 4 

i 一一一一十一一“ー一「一ー一一→一一一一ー寸一ーー一ー一一ーで一一一一
⑦ 二回化炭窯は水に熔ける ζ と 3 1 53: 45: 川 lS! 5¥ 101 oi o~ 3 
と.その水浴波が殴怯でめると l ・ - I . -i " • U I 
とを調べる笑験。 21 3: 2l 21 2: O~ 81 L 0; 2 

7 ものの燃えかた

8 電じしゃく

① 電磁石を製作して 也流を通
したときだH磁石にむる ζ とを
確かめる実験。

② 電磁石に流す筒慌の向きをか

えて、極を絢ベる笑験。

::..I..... .. 1_.I..， 

@ 電 後石に流す略者ttの強ぎをか

えて、磁力を制ベる笑験。

@ 巻き数の多少と 、磁力-ai'JIJベ

る実験。

⑤ 電信機ぞ製作して、 うまくは

た ら くよう回路をつくる実験。

@ ブザー を製作して、 回路をつ

くる実験。
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9 音の性質

②者の強弱 (穴 IJV と振動との

関係会調べる爽験。

③ 音の高低と銀協bとの関係ぞ捌

ベる実験。

⑥ 空気が晋の聾震動を伝え る ζ と
を たいとー ろうそくぽどを使 1，...
っそ飼ベる決験。
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レンズのはたらき

ilU 実験 .t:;昆務 ・製作ζtどの活動項目 1.(倒

① 虫めがね(レンズ)を使って

焦 点距離を測定する実験。

9 

0 

34 
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② とつレンズの厚さと焦点距離

の関係を調べる実験。

!@ おうレンズを通る光を調べる 1........."....4
実 験。 I 4 

@沈ととつレンズとで像のでき

る関係ぞ調べる実験。
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実験・観察 ・製作などの活動項呂 111回 ilU 

② ふりとの長さぞかえて振動す

る時間を比較測定する実験。

(3) ふりと時言!やおJとを使ってt'T.J:'い
時計の内部のしくみを観察白 (7 
::.-? ;1/.，ガンギ車、テンプ議) 、

自市 イ也の指導法

2 

5 銅・鉄・アルミニウムの性質

① 銅 ・宜主 ・アノレミニウムの色、 20 I 38 29 10; る: 。 3 

かたさを鈎 ベる実験。 1 9 

② ぬい量十ほどの焼き人れ、 焼き 34 2 

なま しの実験。 23 I 7 o i 2 
@ 銅 ・鉄・アノレミニウムの.mさ

を比較測定する実験。

@ 鉄くきなどのさび万を条件を

かえて調べる実験。

~ . 飼 鉄 ・アノレミニEウSムの酸 I 
アルカ リは対する反 を該!ベ~
実験。

4 はんだ作り

① ほんだを作り、はんだづけを I 10 I 5日 40: 
してみる実験。 1 101 13i 2: 

② すずと鉛のとけ方を比較する I 2 I 52; 49 
実段、 2 

③作ったはんだとすず、鉛のと 2

けコぎを比較する実験。 I 2 

@ い ろいろな合金とその成分金 7

腐との比 較観察。 I 7 

5 はねのはたらき

① つるまきはねの、のひとそれ
にかけたおもりの設さとの関係
令制ベる実験。

@つるまさばねの ちぢみとモ
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」係笠盟三笠是盟ιー
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実験・観察 ・製作などの活動項目
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v フラクーコンセン ト、、安塗鰐などをつ
な い で点燈する実験。



以上、 「授業の実態Jの調査から、次のようなことが考えられる。

0 この調査結果だけからみると、 当初予想していた以上に、実験や観察によ って実際よく指導され

ていることがわかった。特に低学年においてその傾向が強いい。

0 実験 ・観察・製作などの指導は、低学年ほど偲別によくやられている。学年が進むにつれてグル

ープ、または教師の演示による指導が多くなっている。これは児童の発達段階から考えて適切な指導形

態を考えてのことと思われるが、施設設備や備品などの都合で、望ましい形態で指導したいけれども、

できないと回答する教師がかなりあることに、注目する必要がある。

0 当然実験 ・観察などによって、実物に即して指導しなければならぬと思われる内容で、施設々備

の不備や指導時の不足から、教師の説明や教科書受みたり、テνピなど草党旨見ただけの指導て

る(傾頃向が、その数は少ないが学年が進むにつれてましている。

0 閉じ系統に属する指導内容でも、その指導形態は低学年では倒別に実験や製作そ行ない、学年が

進むにしたがって、グループとか教師の演示による形態たとっている。 ζれはセット教材などの利用に

よるζとが、そのおもなる原因と考えられる。指導内容によっては、との傾向に反省党加える必要があ

ある。特に科学的な思考jjたねり、啓培するというねらいから考えるとその惑が深い。

皿むすび

この調査は、はじめに述べたようなねらいから実施したものであるから、調査結果から直ちに施設々

備 ー備品および、消耗品等の基準数量や金額などがわかるものではない。それらの充実そ図り、効果的

な指導を行なうための基礎的な資料となるものと思うし、またそのための資料としてほしいと願って調

食したものである。

今回行なった調査は、研究者の人員などから考えて、あまり調査の規模介拡げることができなかった

ので、期待するほどの結果は得られなかった。したがって、この調査だけから結論めいた考察当r加える

ことは無理なことと思う。今後さらに調査 研究女深めていくたのの問題点ともしたいと考え、総合的

な考察は次に述べる程度にとどめることにした。

0 理振法による備品の充実率が高いからといって、必ずしも理怨的な指導形態がとれるとは限らな

い。今回の調査対象学校の平均充実率は 72 %と、かなり高率た示しているが、調査 Hでもわかるよう

に、なお備品の不備・不足た訴えている。昭和 39年度の県平均充実率は 55. 2 %であり、これは全国

平均より下回っているものと思われる。県教委の方餓により年々向上はしているが、さらに充実率た高

めてほしいと思う。調査の結果から考えられるととは、理振i法で認められた備品以外の、備品質や、特

に消耗品質の大幅な増額により、その充実と振興、企図る必要がある。

。低学年 ー中学年のセット教材の使用については、指導に品うたってのくふうが必要である。この調

査で、理科関係予算の執行状況と実際よく実験されている内容との闘連から考えてみゐと、{民・中学年

ではかなりセット教材が使用されていると恩われるし、またそのような報告が調査表にかかれていた。

指導時間や教材研究の時間、さらに、 準備等の時閉そ生み出すことに教師は苦心しているし、しかもセ

yト教材そ使用すれば経費は案外少なくてすむなどの理由から、多く使用されるのは当然なことである
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う。筆者はセット教材使用に反対するものでもなく 、またその根拠た示すこともできない。しかし、学

習効果た高め、学力党児童の身についたものとするためには、セッ ト教材の使用にはじゅうぶんな配慮

とくふうた加える必要があると考える。特に思考力や判断力の啓培と、技術面の練踏女考えた場合この

感が深くなる。

0 理科予算の多少は、実験などの実施に大き〈影響しており、 学校差がかなりみられる。施設設備

費に多額の予算が計上されていても、消耗品賞や備品などが少ない学校は、教師が考えている長うな学

習形態たとれない傾向が、はっきりうかがわれた。ともかく理科の実験 ー製作などの指導宮、教師が望

む形態で行なおうとするとき、かなりの経費がかかることそ、市町村当局などに再認識してもらいたい。

理科学習の指導においてはいうまでもなく、 実験観察や製作が中核となり、自然の事物事象企対象とす

るもので、多 くの材料や器具売必要とする。との器具や材料が不足していたのでは、自然の理法当付帯納

する具体的な紫材が整えられず、判断や思考する能力、および、器具等受取り扱う技術などたじゅうぶ

ん身につけさせることは困難である。特に基礎学力を培うためには、金のかかる教科であるととた重ね

て訴えたい。

この調査が、各学校の理科施設設備 ・備品 ・消耗品などの充実や、理科予算の編成に際して、その資

料としていささかでも役だてていただければ拳である。

終わりに、この調査た実施するにあたり、直接、間接にど協力女いただいた、学校と先生方に深く謝

意そ表する次第である。

この研究資担当したのは、野沢弘 -渡部字威智で、執筆したのは野沢弘である。
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